評価の観点　　東京法令出版『ビジネス基礎』（190東法　商業702）

	月
	学習項目
	学習内容
	評価の観点

	
	
	
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度
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	第１章「商業の学習とビジネス」
	
	
	
	

	
	第1節 商業を学ぶ重要性と学び方
1 商業を学ぶ重要性
2 商業の学習で身につけたい力
3 商業の学び方
4 商業の学習分野と職業
	・社会や産業全体の課題とその解決のために商業が果たしている役割，働くことの社会的意義や役割，職業人に求められる倫理観を育むことの重要性，グローバル化する経済社会で求められる人材及び商業の学びを通して，ビジネスを理解し，実践する力，職業人として必要な豊かな人間性，他者とコミュニケーションを図り協働する力などを育むことについて扱う。
・社会や産業全体の課題とその解決のために商業が果たしている役割，働くことの社会的意義や役割，職業人に求められる倫理観を育むことの重要性，グローバル化する経済社会で求められる人材及び商業の学びを通して，ビジネスを理解し，実践する力，職業人として必要な豊かな人間性，他者とコミュニケーションを図り協働する力などを育むことについて扱う。
・商業の学習に関してのガイダンスを行い，学習の動機付けを図る学習活動を行う。
・商業の学習と職業との関連について扱い，卒業後の進路に関してのガイダンスを行い，自己の進路について考える学習活動を行う。
	・商業を学ぶ重要性や商業が果たしている役割，働くことの社会的意義や役割について理解している。
・商業の学習分野およびそれらの科目を学ぶことで身に付けることのできる専門知識，進路決定において自己理解・職業の理解が重要であることを理解している。　　　
	・専門性を獲得するために必要な基礎・基本の学習の重要性，商業を学ぶ重要性や商業が果たしている役割，働くことの社会的意義や役割などについて思考を深め，考えたことを適切に表現することができる。
・自己理解を深めるにはどのような工夫をすればよいか，職業にはどのようなものがあるかについて思考を深め，自らの進路計画に役立て，それを表現することができる。　　
	・商業を学ぶ重要性や商業が果たしている役割，働くことの社会的意義や役割，商業の学習分野にはどのような科目があり，それらを学ぶことによってどのような能力を身に付けることができるのかなどについて関心を持ち，将来の職業選択に不可欠な自己理解と職業の理解の方法を主体的に探求しようとしている。

	
	第2節 ビジネスの役割
1 ビジネスと企業の社会的責任
2 ビジネスの発展と諸活動
	・企業が行う経済的諸活動の総称であるビジネスの役割について，身近な事例と関連付けて扱う。
・企業の社会的責任を果たすことの重要性及び環境，エネルギー，食料など社会的な課題への対応の現状について，具体的な事例と関連付けて扱う。
	・ビジネスの発展やビジネスの諸活動に関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。
	・ビジネスの発展やビジネスの諸活動について，日常生活と関連づけて意義や役割を考え，表現することができる。
	・企業の社会的責任やビジネスの発展，ビジネスの諸活動などについて関心を持ち，意欲的に調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第3節 ビジネスの動向と課題	
1 経済環境の変化とビジネス
2 ビジネスの課題
	・生産，流通，金融などに関わるビジネスの動向・課題について，具体的な事例と関連付けて扱う。
・日本における産業構造の変化，グローバル化，情報化など経済社会を取り巻く環境の変化がビジネスに影響を及ぼしている現状について扱う。
	・経済を取り巻く環境の変化について理解し，その変化がビジネスに及ぼす影響やビジネスの今後の課題についても把握している。
・経済を取り巻く環境の変化について幅広い範囲から情報を収集し，ビジネスの課題を見つけることができる。
	・経済を取り巻く環境の変化とビジネスの課題について，身近な問題と関連づけて考え，表現することができる。
	・経済を取り巻く環境の変化について調べ，そこからビジネスの課題を見つけるなど，主体的に学習しようとしている。
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	第2章 ビジネスに対する心構え	
	
	
	
	

	
	第1節 「信頼関係の構築」
1 望ましい信頼関係を構築することの意義
2 ビジネスマナーの意義と必要性
3 基本的なビジネスマナー
4 ホスピタリティ
	・ビジネスを主体的，合理的に行う上での望ましい信頼関係を構築することの意義及び職業人に求められる倫理観，遵法精神，規範意識，責任感，協調性，リーダーシップ，ビジネスを通して社会に貢献する意識，見通しをもって仕事を進める意識などが信頼関係を構築する上で重要であることについて扱う。
・ビジネスマナーの意義，身だしなみ，挨拶と礼の仕方，電話応対，来客応対，名刺交換などに関する基本的なビジネスマナー及びホスピタリティについて扱う。
	・ビジネス活動において望ましい信頼関係を構築するために必要となる倫理観や法令遵守などの共通認識について理解している。
・基礎的なビジネスマナーが身に付いている。

	・ビジネスマナーを身に付けることの意義を考え，社会人としての望ましい心構えとはどのようなものかを自ら考え判断し，表現することができる。
	・ビジネス活動において望ましい信頼関係を構築するために必要となる倫理観や法令遵守などについて関心を持ち，基礎的なビジネスマナーを身に付けようと努力している。　

	
	第2節 「良好な人間関係とコミュニケーション」
1 良好な人間関係とコミュニケーション
2 企業内外のコミュニケーション
	・ビジネスを円滑に行う上でのコミュニケーションの意義について扱う。
・敬語などビジネスの場面に応じた言葉遣い，話の聞き方，伝え方などに関する基礎的なコミュニケーションの方法について扱う。
	・基礎的なコミュニケーション能力を身に付け，ビジネスにおけるコミュニケーションの重要性を理解している。
・企業内外のさまざまな場面に応じたコミュニケーション能力を身に付け，その場にふさわしいコミュニケーションをとることができる。
	・ビジネス活動において良好な人間関係を築くにはどのようなコミュニケーションが望ましいかを自分で考え，それを表現することができる。
	・ビジネス活動におけるコミュニケーションに関心を持ち，適切なコミュニケーションをとることで良好な人間関係を築こうとしている。

	
	第3節 「情報の入手と活用」
1 情報収集の方法
2 情報収集の留意点
3 インターネットからの情報収集
4 情報の分析
5 情報の伝達
6 情報の保管
	・情報の信頼性を見極めることの重要性及び情報を活用する際に著作権など知的財産権を侵害しないようにすることについて，具体的な事例と関連付けて扱う。
・企業活動において円滑にコミュニケーションを図る上での情報の重要性，企業活動に必要な情報の所在及び調査を通して情報を入手することの重要性について扱う。
	・情報収集の意義及び方法，他者との情報交換の重要性，効率的な情報の入手方法を理解している。
・情報収集の目的を意識し，その目的に見合った情報の入手方法を適切に選択することができる。
	・情報を入手することの重要性を理解し，どのようにしたら情報を効率的に入手できるかを考え，表現することができる。
	・ビジネスに欠かすことのできない情報収集について，その意義や方法に関心を持ち，目的に見合った効率的な情報の入手方法を探究するなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第3章 経済と流通
	
	
	
	

	
	第1節「 経済の基本概念」
1 経済生活と経済のしくみ
2 市場と価格
	・企業活動において円滑にコミュニケーションを図る上での情報の重要性，企業活動に必要な情報の所在及び調査を通して情報を入手することの重要性について扱う。
	・経済の基本的なしくみや需要と供給・売買取引などの用語や市場の種類・価格についての基本的・基礎的な知識を理解している。
・経済の基本的なしくみや需要と供給・売買取引などの用語，市場の種類・価格についての知識を身に付け，活用できている。
	・需要と供給・売買取引について，身近な例を挙げながら考え，経済についての思考を深めている。
	・経済の基礎的・基本的なしくみに関心を持ち，需要と供給・売買取引などの用語や市場の種類・価格について進んで調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第2節「 流通の意義と役割」
1 流通の成立と発展
2 流通の必要性 
3 流通の働き
4 流通機能の担当者
5 商品の種類
6 商品の流通経路
7 今日の流通

	・流通の役割について，生活水準の向上や生産の高度化などによる生産と消費の隔たりの拡大と関連付けて扱う。
・卸売業と小売業の分類と機能及び小売業の業態の変化について扱う。
・情報技術の進歩に伴う流通の効率化と最適化について，具体的な事例を用いて扱う。
	・流通の意義と役割についての基礎的・基本的な知識を身に付け，流通の重要性を理解している。
・商業の成立と発展・流通の必要性・流通の担当者といった流通に関する情報を収集・整理して活用することができる。
	・生産と消費の隔たりにはどのようなものがあり，その隔たりを埋めるためにどのようなことが必要か考え，流通の役割についての思考を深めている。
	・流通の意義や機能・商品の種類・流通経路について関心を持ち，流通の重要性を探求するなど，主体的に学習しようとしている。

	６ ～ ９ 
	第3節　「ビジネスの諸活動」
1  メーカーのビジネス活動
2  物流業者のビジネス活動
3  輸送方法の種類
4  物流システム
5  金融機関のビジネス活動
6  保険業者のビジネス活動
7  情報通信業者のビジネス活動
8  サービス業者のビジネス活動
9  小売業者のビジネス活動
10 一般小売店
11 百貨店
12 総合スーパー
13 スーパーマーケット
14 専門店
15 ホームセンター（DIY店）
16 ドラッグストア
17 コンビニエンスストア
18 ディスカウントストア
19 小売業者の組織化
20 集団立地
21 無店舗小売業
22 卸売業者のビジネス活動
23 中央卸売市場
応用的な内容 トレード・オフと機会費用
	・物流活動，金融及び保険の働きや仕組みについて扱う。また，合理的な流通管理や円滑なサービスの提供を可能にしている情報システムの概要について，具体的な事例を用いて扱う。
・売買業者のビジネスについて扱う。
	・メーカーや物流業者，売買業者，金融機関など，流通を支えるさまざまなビジネス活動に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，その役割や種類について理解している。また，それらについて，身近な生活と関連づけて考えることができる。

	・流通を支えるさまざまなビジネスの活動や動向について思考を深め，身近な生活と関連づけて考え，具体例などを用いて表現することができる。

	・メーカーや物流業者，売買業者，金融機関など，流通を支えるさまざまなビジネス活動について関心を持ち，それぞれの分類・役割・仕事の内容について意欲的に調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第4章 企業活動	
	
	
	
	

	
	第1節　「企業の形態と組織」
1 経営理念 
2 企業の出資者
3 企業の種類
4 企業の経営組織
	・企業の形態と経営組織の種類と特徴，企業における意思決定の流れ，日程管理及び仕事の進め方と改善方法について扱う。
・企業の形態と経営組織の種類と特徴，企業における意思決定の流れ，日程管理及び仕事の進め方と改善方法について扱う。
	・企業に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，どのような形態の企業が存在するかを理解している。
	・企業について，その種類や経営理念，出資者，経営組織を整理し，身の回りにある企業はどのような企業か調べ，表現できる。
	・企業にはどのような種類があるのか，さらにその経営理念や出資者，経営組織について関心を持ち，意欲的に調べるなど，主体的に学習しようとしている。
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	第2節 「企業のマーケティング活動	」
1 マーケティングの重要性
2 マーケティングの流れ

	・ビジネスにおけるマーケティングの重要性と基本的な流れについて，具体的な事例と関連付けて扱う。
	・マーケティングの基礎的・基本的な知識を身に付け，売買業者のおこなうマーケティングについての資料を収集し，その具体的な例を挙げることができる。
	・売買業者のおこなうマーケティングについて，具体例を用いて表現することができる。
	・マーケティングについて興味を持ち，その意義や具体的な実施例を探求するなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第3節 「資金の管理と調達」
1 資金の管理
2 資金調達のしくみ

	・株式の発行や金融機関からの借入れなど資金調達の方法とその特徴及び資金調達に伴う責任について扱う。
	・ビジネスには資金が不可欠であることや，資金や資金調達の源泉による分類にはどのようなものがあるかについて理解している。
	・企業はどのように資金を調達するのか，その方法や特徴を理解し，説明することができる。
	・企業の資金調達について関心を持ち，資金の分類や資金調達の源泉別分類について進んで調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第4節 「財務諸表の役割」
1 財務諸表の目的と役割
2 財務諸表の内容と読み方
	・企業の内外の関係者が意思決定する上での財務諸表の役割について扱う。
・適正な財務諸表を作成し，適切な会計情報を提供することの重要性及びそのための監査の役割について扱う
	・財務諸表の役割と基本的な内容，読み方などを理解している。
	・財務諸表の目的と役割について理解し，説明することができる。
	・財務諸表について関心を持ち，その役割や具体的な例について進んで調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第5節「 企業活動に対する税」	
1 企業活動にかかわる税
2 申告と納税

	・企業活動に対する税の種類と概要及び申告と納付の概要について扱う。
	・企業にかかわる税について，基礎的・基本的な種類や内容を把握し，その企業活動や納税の意義を理解している。
　
	・企業にかかわる税の意義や，納税・申告の重要性について理解し，説明することができる。
・税の種類と概要について，さまざまな角度から得た情報を活用して，企業活動と税の関連性を具体的に表現することができる。
	・企業にかかわる税について関心を持ち，税の意義・種類・申告と納付について進んで調べるなど，主体的に学習しようとしている。
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	第6節「雇用」	
1 雇用の形態
2 雇用にともなう企業責任

	・日本における雇用形態の特徴と多様化について扱う。
	・企業のおこなう雇用について，基礎的・基本的な知識を身に付け，我が国における雇用形態の特徴と雇用に伴う企業の責任について理解している。
	・雇用についての基本的・基礎的な知識を身に付け，福利厚生や社会保険制度についての思考を深め，自らの進路について探求しようとしている。　
	・雇用の形態や勤務形態，雇用に伴う企業責任について関心を持ち，労働に関する法律や福利厚生，社会保険制度について積極的に調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第5章「身近な地域のビジネス」
	
	
	
	

	
	第1節 「身近な地域の課題」
1 身近な地域のビジネス
2 身近な地域の課題

	・ビジネスに関する国内の身近な地域の抱える課題について扱い，地域の発展に及ぼす影響と関連付けて分析し，考察する学習活動を行う。
	・身近な地域のビジネスにおいて必要とされる姿勢と課題への取り組み方などについて理解している。
	・身近な地域のビジネスに関する具体的な事例や課題について考え，表現することができる。
	・身近な地域のビジネスに関心を持ち，その具体例や課題などについて調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第2節 「身近な地域のビジネスの動	
1 身近な地域のビジネスの動向
2 身近な地域のビジネスの振興

	・国内の身近な地域のビジネスの動向について扱い，ビジネスの動向を捉えて，地域の特色を生かしたビジネスの振興策を考案し，発表する学習活動を行う。
	・身近な地域のビジネスに関わる社会・経済の動向や消費者の動向などについて理解している。
	・社会・経済の動向や消費者の動向について考え，表現することができる。
・地域ビジネスの事例を参考に，自分の身近な地域の新たなビジネスについて考え，表現することができる。
	・地域ビジネスに関心を持ち，全国のさまざまな地域ビジネスの具体例を調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第6章 取引とビジネス計算		
	
	
	
	

	
	第1節 「売買取引の方法」
1 売買契約
2 売買条件
3 売買契約の締結と履行
4 競争売買

	・売買契約を締結する際に取り決めておく必要がある条件，売買契約の締結と履行の流れについて扱う。
	・売買契約の履行と締結の流れを理解し，基礎的・基本的な知識を身に付けている。
	・売買契約・売買条件，売買契約の締結と履行の流れについて考え，その具体的な内容や手順について説明することができる。
	・売買契約・売買条件，売買契約の締結と履行の流れ，競争売買について関心を持ち，進んで調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第2節 「代金決済の方法」
1 通貨 
2 小切手
3 約束手形
4 その他の支払手段
5 新たな決済手段

	・通貨，小切手，手形，クレジットカードなど代金決済の手段とその仕組みについて扱う。
・情報技術を活用するなどした新たな代金決済の手段とその仕組みについて扱う。
	・通貨・小切手・約束手形・その他の支払手段・新たな決済方法についての基礎的・基本的な知識を身に付け，その使い分けの意味や能率的な活用方法についても理解している。
	・通貨・小切手・約束手形・その他の支払手段・新たな決済方法について，その特色や利用法，使い分けの意味や能率的な活用の仕方を考え，説明できる。
	・通貨・小切手・約束手形・その他の支払手段・新たな決済方法など，代金決済に関心を持ち，それぞれの特徴について積極的に調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	１ ～ ３　
	第3節 「電子商取引と代金決済」	
1 電子商取引のしくみと分類
2 電子商取引の代金決済
	・電子商取引のしくみと分類，代金決済の方法について扱う。
	・電子商取引のしくみと分類・代金決済についての基礎的・基本的な知識を身に付け，その利点や発展するための必要不可欠な情報を理解している。
	・電子商取引のしくみと分類・代金決済について，その利点や発展するための必要不可欠な条件を考え，表現することができる。
	・電子商取引のしくみと分類・代金決済について関心を持ち，意欲的に調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第4節 「計算用具の歴史」
1 計算用具の歴史
2 わが国におけるそろばんの歴史

	・日本におけるビジネス計算の用具としてのそろばんの歴史について，日本における伝統と文化の視点などから学習する。
	・計算用具の歴史について理解している。 
	・そろばんの歴史について，日本における伝統と文化の視点などから考え，表現することができる。
	・計算用具の歴史に関心を持ち，教科書で扱われているもの以外にどのようなものがあるか調べるなど，主体的に学習しようとしている。

	
	第5節 「ビジネス計算の方法」	
1 計算の基礎
2 度量衡の計算
3 外国貨幣の計算
4 割合に関する計算
5 割増に関する計算
6 割引に関する計算
7 商品の数量と代金の計算
8 仕入原価の計算
9 製品単価の計算
10 販売価格の計算
11 売買損益の計算
12 利息の計算
13 手形割引の計算
14 債券の売買と評価
15 株式の売買と評価
16 複利年金と年賦金の計算
17 積立金の計算

	・商品に関する代価の計算，割引と割増の計算，売買に必要な度量衡，利益率の計算，仕入原価と売価の計算，複利と単利の計算，積立金の計算，外国貨幣の計算と換算，株式の評価，債券の利回り，手形割引及び製品単価の計算について扱う。
・記数法，概数，概算及び端数処理について扱う。
	[bookmark: _GoBack]・ビジネス計算（計算の基礎・度量衡・外国貨幣・割合・割増・割引・商品の数量と代金・仕入原価・製品単価・販売価格・売買損益・利息・手形割引・債券の売買と評価・株式の売買と評価・複利年金と年賦金・積立金）に関する基礎的・基本的な知識を理解し，活用することができる。
	・ビジネス計算（計算の基礎・度量衡・外国貨幣・割合・割増・割引・商品の数量と代金・仕入原価・製品単価・販売価格・売買損益・利息・手形割引・債券の売買と評価・株式の売買と評価・複利年金と年賦金・積立金）に関する知識と技術を身に付け，表現することができる。
	・ビジネス計算（計算の基礎・度量衡・外国貨幣・割合・割増・割引・商品の数量と代金・仕入原価・製品単価・販売価格・売買損益・利息・手形割引・債券の売買と評価・株式の売買と評価・複利年金と年賦金・積立金）に関心を持ち，その計算方法を意欲的に学ぼうとしている。



